『宋詩別裁集』に収録された北宋初期の詩人たちの七言絶句 by 三野 豊浩
（  ）
〔要旨〕  清代の張景星らによって編集された『宋詩別裁集』全八巻は、












































































































































































































































れており、陳衍はこの二句に圏点を施した上で「三四（右の二句）は是れ蘇州の風景なり」と評している。 てみると白鷺は、時代が下っても 物として定評があ ことがわか 。では王禹偁はなぜ「白鷺」と書かずに「鷺鷥」と書いたのか、であるが、それはおそらく平仄の都合によるで ろう。王禹偁のこの詩の場合、 「唯有白鷺知我意（○●●●○●●） 」 たのでは、偶数番目の文字がすべて仄字 なってしまい、 「二四不同二六対」の原則に反することになる。それで、四字目にはどうしても平字 「鷥」が必要になるのである。 




































































































































































































































































































































































































































































































魏野の詩に戻り、第一句。 「尋真」 は、仙道を尋ね求める と。
「蓬莱島」は、東の海上にあるという、仙人が住む島。仙人の術を夢中で求めているうちに いつの間にか仙人 島に迷い込んでしまった、と うのである。もちろん事実ではなく、隠者の住まいの超俗的な雰囲気を、詩的に誇張して表現したものであろう。
 
第二句。 「香風」は、かぐわしい風。神秘的な雰囲気を醸し


















































この他、 「雲房」 「雲洞」 「雲屋」などの語がいずれも隠者の

























































































































































が合わない。 「天竺」 は、杭州西湖の西側にある山の名。上、中、下の三つの天竺寺があり、古くは仏教の名山として知られていた。 「上」は、川のほと 。 




















































































































































































































































































































































駅の数にして二十余りの道程、という意味であろうか。なお 『宋詩別裁集』影印本では「伴」は「別」 、 「背」は「偕」となっている。影印本を底本とする以上、その表記に従うのが本来であるが、これでは意味が通じにくい。そこでこの部分に限り『全宋詩』の表記に従い、 の表記を〔 　〕に入れて示した。 
第一句。 「山駅」は、山中にある宿場駅。 「蕭条」は、ひっそ



































































































































（（）  『宋詩概説』 （二〇〇六年二月、岩波書店）序章「宋詩の性質」 第十二節「宋詩における自然」を参照のこと。
（
（（）  『宋詩選注』は、王禹偁、林逋の作品を収録しているが、本稿で紹介した作品は収録していない。また、魏野、宋祁、石介の作品は収録していない。
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